A Fundamental Similarity between Sun Benwen’s Two Viewpoints on Sociologyz : From the Republic of China period to the first 20 years of  the People’s Republic of China by 星, 明
































10 巻からなる著作集『孫本文文集』 （5）も刊行されている。孫本文は 1949 年 10 月 1 日の中華人
民共和国建国を 57 歳で迎えた。同年 4 月には，中央大学第 2 回校務維持委員会主席になり，
教員と学生を率いて大学の秩序を保守した。同年 5 月には，大学は南京市の軍事管制委員会代
表に移管され，中央大学は南京大学と改名され，社会学部は廃止されて，政治学部に編入され












とったことをあげている （9）。しかし，1966 年 6 月にはじまった文化大革命では，まず「靠邊站」
（停職を命ぜられ調査される身のうえ）になり，続いて「資産階級反動学術権威」，「専政対象」
（プロレタリア独裁の対象）と決せられ，家財の没収や批判にあい，大学内での労働に従事さ
せられた （10）。この時，すでに 74 歳の齢を重ねていたが，さらに 1969 年には，77 歳で大学分
校の農場労働に送られた。1972 年，80 歳の時，南京大学の教授職に復帰したが，もっぱら文
献研究，執筆，翻訳などに従事した。1979 年 2 月 21 日，逝去，享年 87 歳。同時に，江蘇省
共産党委員会は，南京大学の求めに対して，孫本文の名誉回復を完全に行なった。孫本文は


















































O’Hara は中央大学社会学研究所で修士課程の学生に対して開設された 5 科目のうち社会学









10 月 1 日，南京新華日報）。
 3．「美帝財福集中和労働人民貧窮與失業厳重」（アメリカ帝国の富の集中と人びとの貧困お
よび失業のゆゆしさ）（1950 年 12 月 21 日，南京新華日報）。
 4．「我如何認識偉大的毛沢東思想與偉大的中国共産党」（わたしはどのようにして偉大な毛
沢東思想と偉大な中国共産党を認識したか）（1951 年 6 月 29 日，南京新華日報）。
 5．「帝国主義時代資産階級社会学的思想内容及其対旧中国的影響」（帝国主義時代のブルジョ




国社会科学界反右派闘争座談会」に参加し，発言したもの。後に，10 月 4 日付の文滙
報にも掲載された。
 7．「我国最適宜的人口数量和控制人口増長的効力問題」（わが国の最適人口と人口増加制限
の効果の問題），1957 年，江蘇省政治協商第 1 回第 3 次会議での発表。
 8．「八億是我国最適宜人口数量」（8 億がわが国の最適の人口である）1957 年 5 月 11 日，
文滙報。
 9．「関於現代資産階級社会学理論的本質和内容」（現代ブルジョア社会学理論の本質と内容
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1958 年，第 2 期。
12．「批判我旧著『社会学原理』的資産階級思想」（わたしの旧著『社会学原理』のブルジョ
ア思想を批判する），『哲学研究』，1958 年第 6 期，中国社会科学院哲学研究所，
pp.41~49。
13．「論高速度発展問題」（高度発展問題を論ずる），1959 年 7 月 24 日，南京日報。






1962 年，南京経済学会年会提出論文（ガリ版刷り原稿が整理されて孫本文文集第 10 巻
「1949 后専著，論文及其他」に掲載されている）。
19．「現代資産階級社会学概説」（現代ブルジョア社会学概説」（『江海学刊』，1962 年 1 月号，
江蘇省社会科学院，pp.42~49。）
20．「康有為和章太炎最早把資産階級社会学伝入中国」（ブルジョア社会学を最初に中国に伝
えた康有為と章太炎）（『江海学刊』，1962 年 4 月号，江蘇省社会科学院，pp.30~31。
21．「関於人口地理学的対象問題」（人口地理学の対象問題について），1962 年（自筆原稿が
整理されて孫本文文集第 10 巻「1949 后専著，論文及其他」に掲載されている）。
22．「現代修正主義和和平競賽思想是現代資産階級社会学思潮“統一工業化社会論”和“経
済成長階級論”的変種」（現代修正主義と平和競争思想は現代ブルジョア社会学思潮の“統




れて孫本文文集第 10 巻「1949 后専著，論文及其他」に掲載されている）。
1972 年から 1974 年まで，『瑞士史』などヨーロッパ国家の国別史の翻訳に携わり，江
蘇人民出版社から出版。国連の文献資料などの翻訳に携わる。





































佛教大学社会学部論集　第 61 号（2015 年 9 月）
― 7 ―
















この『社会学原理』は 1935 年に出版されて以来，1940 年には国民政府教育部によって「大
学叢書」に定められ，その後改訂を経て 11 回も再版されている。韓明謨は「『社会学原理』は









































として，研究対象になったのではなかろうか。この研究対象があったからこそ，1938 年 10 月
に清華大学の学生で，共産党員だった次男孫世実 （38）の夭折に耐え，そして反右派闘争にも（孫
本文は右派のレッテルを張られなかったが，その闘争のなかで自らの 1921 年のアメリカ留学









ている旧著選書の巻の順番と内容』（1927－1948）（数は著書 18 巻，論文集 2 巻および附巻１に
なる。論文集の第 1 巻は『社会学体系とその流派』とし，収録論文 27 編で各編に名称がある）
の出版を計画した。別に，『新著選集』第 1 巻（1956－1962），収録論文 27 編の出版を計画した」 （39）
と記している。また，周暁虹も「1963 年には，1957 年に社会学の『復活』の潮流が真正面か
ら痛烈な打撃を受けてからまだ 6 年もたたず，社会学の再建が完全に望みのない状況のもとで，








かの時の総書記鄧小平が，1979 年 3 月 20 日，党の理論工作討論会での「四つの基本原則を
堅持しよう」という講話のなかで，「政治学，法学，社会学および世界政治の研究をわれわれ
は過去長年にわたって軽視してきたため，いま早急に補習する必要がある」という意見を述べ






























本文文集』（全 10 巻）第 1 巻『社会学原理』，社会科学文献出版社，pp.1~26 に詳細があるので参
照されたい。
（2）  袁方・全慰天，1980，「社会学家陳達」『社会科学戦線』，1980 年 2 期，吉林省社会科学院，p.128。





『読書』，1984 年 3 期，生活・読書・新知三聯書店，p.143。）筆者は，陳のいうインケルスの偏向と
は中国共産党がその理解する限りでのマルクス・レーニン主義のもとで，中国の社会学を禁止し，
社会学者を冷遇したと論断していることを意味していると理解している。
（5）  第 1 巻社会学原理，第 2 巻社会心理学，第 3 巻近代社会学発展史，当代中国社会学，第 4 巻社会学
上之文化論，社会與文化，社会的文化基礎，社会変遷，社会思想，第 5 巻社会学的領域，社会学
ABC，人口論 ABC，社会問題，公民・社会問題，第 6 巻現代中国社会問題（緒論，家族問題，人
口問題），第 7 巻現代中国社会問題（農村問題，労資問題），第 8 巻論文集（1915~1936），第 9 巻
論文集（1937~1948），第 10 巻 1949 年后専著，論文及其他である（周暁虹主編・孫本文文集編輯
員会，2012，孫本文文集（全 10 巻），社会科学文献出版社。）
（6）  周暁虹主編・孫本文文集編輯員会，2012，孫本文文集の第 1 巻・社会学原理の扉に記されたことば。
（7）  孫本文，1956，「帝国主義時代資産階級社会学的思想内容及其対旧中国的影響」『新建設』，1956 年
11 月号（総第 98 期），pp.37~45。
（8）  1952 年に社会学部をもつ大学は中山大学と雲南大学の 2 校だけになり，1953 年にはその 2 校の社
会学部も廃止されて，社会学の教育および研究は大学において完全に活動を停止していた（韓明謨
著，1995，『中国社会学史』＝ 2005，星明訳，「中国社会学大事記」『中国社会学史』，行路社，p.244。）
（9）  周暁虹は「もしもの話であるが，孫本文は 1949 年以後の 30 年間で，なにか幸いなことがあったと
すれば，おそらく意外にも，かれは大多数の社会学者のいずれもが逃れることできなかった『1957
佛教大学社会学部論集　第 61 号（2015 年 9 月）
― 11 ―







学中国化』巨流図書公司，第 14 章所収。（＝ 1995，星明訳，「台湾の社会学－『伝統』の失墜から『中
国化』の展望へ－」，星明，1995，『中国と台湾の社会学史』，行路社，pp.147~187。蕭新煌による

















建設月刊』，復刊，第 1 巻第 8 期，p.46。）










（27）  孫本文，1957，「関於現代資産階級社会学理論的本質和内容」『学術月刊』，1957 年第 4 期，上海市
社会科学界聯合会，p.36。









を堅持する）（1958 年 9 月），のちに，10 月 4 日付の文滙報にも掲載された。
（34）  Inkeles, Alex, 1964,（＝ 1967，辻村明訳），前掲書，pp.204~205 の O’Hara への手紙の部分。
（35）  楊雅彬，2010，『近代中国社会学（増訂版）』（上冊），中国社会科学出版社，p.402。陸遠，2011，「孫
本文先生学術年表」，孫本文，2011，『当代中国社会学』（中華現代学術名著叢書），商務印書館，所
収，p.324。陳樹徳は，1935 年の『社会学原理』の初版は 5 編 26 章であったが，1940 年に国民政
府教育部によって，大学叢書に定められたのち，加筆修正がなされ，1944 年 9 月の新版では 5 編
28 章になったと記している（陳樹徳，1984，前掲論文，pp.143~144。）『孫本文文集』（全 10 巻，
2012 年発行）の第 1 巻の『社会学原理』は，5 編 28 章構成であるので 1944 年の新版が収録されて
いる。
（36）  この革命は 1840 年のアヘン戦争から 1919 年の五・四運動までの旧民主主義革命および 1919 年か
ら 1949 年の新中国建国までの新民主主義革命を指す（ただし，この初版の序文を孫本文が書いた
のは 1934 年 8 月 27 日である）。
（37）  孫本文，1935，初版自序，p.2。この序の末尾には，「民国 23 年 8 月 27 日，呉江孫本文序於南京国
立中央大学」と記されている。
（38）  陳樹徳，1984，前掲論文，p.145 および韓明謨，2005，前掲書，p.85。20 歳の夭折した次男の名前
を陳は「世英」，韓は「世実」としているが，ここでは韓の世実を採用した。「孫本文の次男孫世英
同志はかつて蒋南翔らの同志と一緒に有名な『十二・九』学生運動の指導に参加した。また，のち
に革命活動のために尊い命をささげた」（陳樹徳，同上，p.145）。「1918 年 3 月，次男世実出生。後
に清華大学で学び，1936 年中国共産党に入党。『一二・九』の北平学聯党組指導メンバーになる。










（41）  百科斉放・百家争鳴運動期（1956 年 ~1957 年 6 月）の社会学復活の活動にも賛同しなかった孫本
文はどのような心境であったろう。新中国成立後，ただちに社会学は禁止されたが，5 年余りのち
に起こった百家争鳴のなかで社会学の復活の主張をした呉景超，費孝通，呉文藻，潘光旦，雷潔瓊，
袁方らは，雷潔瓊を除き，共産党の反右派闘争（1957 年 6 月 8 日 ~）のなかですべて右派分子に
された。このなかでも，呉景超は反右派闘争時にしばしば批判された「社会学在新中国還有地位嗎？」
























（44）  余天休が組織した「中国社会学会」を指す。この学会は『社会学雑誌』を 1992 年から 1933 年にか
けて，第 1 巻第 1 期から第 5 巻第 7 期までを刊行したが，以後停刊になった。
（45）  孫本文らが上海と南京在住の社会学者を中心にして 1928 年に設立した「東南社会学会」が，1930
年に全国的規模の「中国社会学社」に発展したことを指す。
（46）  『社会建設月刊』は 1944 年 7 月に創刊号（第 1 巻第 1 期）が発行されたが，一時停刊し，1948 年 5




























中国の社会学は，名目上は清の光緒 22 年，すなわち西暦 1896 年にはじまった。当時の学者の著作
のなかに「社会学」の名称がはじめてあらわれた （42）。しかし，実際に社会学の内容を紹介し，中国に



































































会学』（1932），高達観氏が訳した C. ブーグレと J. ラフォール Raffault の『社会学原理』（1936）（Éléments 
de sociologie, textes choisis et ordonnés, 1926)，胡澤氏が訳した L. T. ホブハウスの『社会正義論』（1935）
（The elements of social justice, 1922），廖凱声氏が訳した L. T. ホブハウスの『社会進化與政治学説』
（1935）（Social evolution and political theory, 1911），王力氏が訳した E. デュルケムの『社会分工論』
（1935）（De la division du travail social : étude sur l’organisation des sociétés supérieures, 1893），張
世文氏が訳した R. M. マッキーヴァーの『社会学原理』（1933）（Community : A Sociological Study, 
1917），鐘兆麟氏の訳した C. A. エルウッドの『文化進化論』（1932），E.S. ボガーダスの『社会思想史』
（1932），P. A. ソローキンの『社会変動論』（1932）および C. ウィッスラーの『社会人類学』（1935），
呉澤霖と陸徳音二氏共訳の F. W. Blackmar と J. L. ジリン  の『社会学大綱』（1935）（Outline of 
sociology, 1919），費孝通氏が訳した W. F. オグバーンの『社会変遷』（1933）（Social Change : with 
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